
極東開発グループ

2023年3月期
第2四半期
決算説明資料

 製造・販売・サービス

（グループ会社） 国内２社

海外４社：中国、インド、インドネシア

 サービス ・ 中古車販売

（グループ会社） 国内３社

 調達

（グループ会社） 海外１社：中国
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 リサイクル施設の建設

 運転受託・メンテナンス

（グループ会社） 国内４社

 立体駐車装置、コインパーキング

（グループ会社） 国内３社

86.1% 7.7%

6.2%

＜比率は売上構成比（2022年9月末)＞

極東開発のグループ構成



特装車事業
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③架装

※コンクリートポンプ車等一部の製品についてはシャシは買取。

ボデー等
グループ

完成

④納入

【売上】

トラックメーカー ・ ディーラー 商社 ・ ユーザー様

①発注 ①発注 ④納入

【売上】

②ｼｬｼ搬入
（預かり）

シャシ

グループ主力製品
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ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車 粉粒体運搬

ﾀﾝｸﾛｰﾘ ・散水車 ﾃｰﾙｹﾞｰﾄﾘﾌﾀ1台積車輌運搬車

ｳｲﾝｸﾞﾎﾞﾃﾞｰ車

ﾄﾚｰﾗ

ごみ収集車脱着ﾎﾞﾃﾞｰ車

赤字：シェア1位製品
青字：シェア2位製品



名古屋工場（愛知県小牧市）
 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
 粉粒体運搬車
 ﾃｰﾙｹﾞｰﾄﾘﾌﾀ
 散水車、ﾀﾝｸﾛｰﾘ

三木工場（兵庫県三木市）
 ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車
 ごみ収集車
 ﾀﾝｸﾛｰﾘ
 機能部品の内製

国内生産体制
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音羽事業所（愛知県豊川市）
 ｳｲﾝｸﾞﾎﾞﾃﾞｰ

御津事業所（愛知県豊川市）
 ｽﾜｯﾌﾟﾎﾞﾃﾞｰ

本社事業所（愛知県豊川市）
 ﾄﾚｰﾗ
 ﾊﾞﾝ

福岡工場（福岡県飯塚市）
 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
 ﾊﾞﾝ

横浜工場（神奈川県大和市）
 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
 脱着ﾎﾞﾃﾞｰ車
 1台積車輌運搬車

海外生産体制
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インド工場（グループ化︓2020年9月）

 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
 ﾄﾚｰﾗ
 ﾀﾝｸﾛｰﾘ

インドネシア工場（ 操業開始︓ 2014年2月 ）
PT KYOKUTO INDOMOBIL MANUFACTURING 
INDONESIA

 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
 ﾐｷｻｰﾄﾗｯｸ
 ﾃｰﾙｹﾞｰﾄﾘﾌﾀ

昆山工場（ 操業開始︓ 2005年4月 ）

 ﾐｷｻｰﾄﾗｯｸ



環境事業

自治体 広域組合

廃棄物処理関連企業

発注発注

プラント建設

設備据付

運転受託

メンテナンス

パーキング等事業
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立体駐車装置の製造

メンテナンス

リニューアル

【立体駐車装置】

【時間貸駐車場】

ゼネコン デベロッパー マンション管理組合

土地オーナー 利用者

P.ZONE®

発注 発注

利用料【売上】

※コインパーキング用地は自社保有ではありません。

土地賃貸料

賃貸



2023年3月期
第2四半期
連結決算実績
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2023年3月期第2四半期 連結決算

2022年3月期

2Q実績

2023年3月期

2Q実績
前年比

売上高 57,494 51,709 △5,784 △10.1%

営業利益 4,077 381 △3,696 △90.7%

経常利益 4,231 888 △3,342 △79.0%

親会社株主に 帰属す る

当期純利益
2,761 728 △2,033 △73.6%
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2023年3月期第2四半期 特装車事業
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2022年3月期

2Q実績

2023年3月期

2Q実績
前期比

売上高 49,503 44,785 △4,717 △9.5%

営業利益 3,236 △ 155 △3,391 △104.8%

売上高
✔インドのSATRAC社が堅調に推移

✔半導体不足等による国内トラックシャシ
供給の大幅な制限に伴う生産の停滞

✔原材料価格の高騰等の要因が
収益面に影響

営業利益
✔海外地域において受注の確保を図り、

売上及び利益の向上-   500
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2023年3月期第2四半期 特装車事業
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2023年3月期第2四半期 特装車事業

売上高(百万円)
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2023年3月期第2四半期 特装車事業（市場環境）
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2023年3月期第2Ｑ実績25,268台

（ご参考）前年実績 40,560台
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受注高と受注残高

（百万円）

2021年3期2Q 2022年3期2Q 2023年3期2Q

第2Ｑ比較

極東開発工業 受注高
日本トレクス 受注高
極東開発工業 受注残高
日本トレクス 受注残高
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2022年3月期

2Q実績

2023年3月期

2Q実績
前期比

売上高 4,805 3,972 △832 △17.3%

営業利益 600 474 △125 △21.0%

売上高
✔受注済物件の建設工事

✔新規物件の受注活動

✔メンテナンス・運転受託等の
ストックビジネスに注力

営業利益
✔ストックビジネスの採算性維持



プラント
483 

プラント
1,508 

メンテナンス・運転受託

3,489 

メンテナンス・運転受託

3,297 
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2023年3月期第2四半期 環境事業
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2023年3月期第2四半期 パーキング等事業
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2022年3月期

2Q実績

2023年3月期

2Q実績
前期比

売上高 3,461 3,240 △220 △6.4%

営業利益 531 361 △169 △31.9%

売上高
✔コインパーキング稼働率が新型コロナ

ウイルス感染症の影響から回復

営業利益
✔リニューアル及びメンテナンス等の

ストックビジネスに継続して注力
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立体駐車場
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2023年3月期第2四半期 パーキング等事業
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1株当たり年間配当額(円) 配当性向(%)
※特別利益（土地売却益）

含む：15.1％

143.9

配当に関する基本方針
当社グループでは、株主還元を経営の最重要政策の一つと考え、業績の向上と財務体質の
強化を図りながら、将来の事業展開、経済情勢等を勘案して、株主の皆様のご期待に
お応えできるよう努めています。

2022年度以降、年間配当金額を下限54円
2024年度の総還元性向50％

※

（％）（円）
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配当政策

150.0本中計の配当に関する方針



2023年3月期
連結業績予想

2023年3月期 連結業績予想
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2022年3月期
2023年3月期

(5.12予想)

2023年3月期

(11.10予想)
前期比

売上高 116,910 116,000 110,000 △6,910 △5.9%

営業利益 6,974 5,500 1,300 △5,674 △81.4%

経常利益 7,567 6,000 1,800 △5,767 △76.2%

親会社株主に 帰属す る

当期純利益
14,274 4,000 1,500 △12,774 △89.5%
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2023年3月期 セグメント別予想

特装車事業 パーキング等事業環境事業
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2022年3月期
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(5.12予想)

2023年3月期

(11.10予想)
前期比

売上高 98,571 100,000 93,800 △4,771 △4.8%
営業利益 4,481 4,200 △ 100 △4,581 △102.2%
売上高 11,647 10,000 10,000 △1,647 △14.1%

営業利益 2,098 1,400 1,400 △698 △33.3%
売上高 7,261 6,500 6,700 △561 △7.7%

営業利益 1,143 550 600 △543 △47.5%
売上高 △ 570 △ 500 △ 500 +70 -

営業利益 △ 748 △ 650 △ 600 +148 -

特装車事業

環境事業

パーキング等事業

調整額

TOPICS



今回、審査委員会より、安全性や効率性をはじめ、多くの課題を有していたコンクリート

打設の現場において設置の簡易化と工事の効率化を可能とした点や、作業員

の安全性向上も実現することができる点などが高く評価されたことにより、

本受賞に至りました。

TOPICS① コンクリートディストリビュータ「PZ01-10」が

「2022 年度グッドデザイン賞」を受賞
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清水建設株式会社様と共同で開発したコンクリートディストリビュータ(※)「PZ01-10」が、

「2022年度グッドデザイン賞」を受賞いたしました。

(※)コンクリートポンプ車のブーム部を定置式としたもの

１．高い効率性と工事品質を確保

２．設置作業のスムーズ化

３．安全かつフレキシブルな対応力

特 徴

今後ともお客様のニーズを反映した製品開発と新機種の投入により製品ラインナップ

を拡充し、特装車事業の強化を図ってまいります。

コンクリートディストリビュータ
「PZ01-10」

TOPICS② 東条湖おもちゃ王国にて開催の
第19回「はたらくくるま大集合！ in かとう」に出展
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東条湖おもちゃ王国にて開催されたイベント「はたらくくるま大集合！ in かとう」に、2022

年7月に発売した新型ロードセル（計量装置）搭載の「シャフト式 スケールパッカー®」を

10月15日（土）、10月16日（日）に出展しました。

当イベントは、お子様達に普段おもちゃでしか接することの出来ない「はたらくくるま」の

実物に触れて、楽しい時間を過ごしていただくと共に、「はたらくくるま」の社会における役

割を理解してもらうことを目的としています。

計量装置付ごみ収集車「シャフト式 スケールパッカー」

地域の皆様への貢献を通じ、当社事業へのご理解を深めていただくとともに、引き続

き社会貢献活動に注力し、SDGs 達成に向けた取り組みを推進してまいります。

当日の様子



www.kyokuto.com

極東開発グループは持続可能な
開発目標（SDGs）を支援しています。

本資料の予想は発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

本資料の著作権は極東開発工業株式会社に帰属します。いかなる理由によっても、当社に許可無く

本資料を複製・配布することを禁止します。


